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  日本興亜損害保険株式会社（社長 二宮 雅也）では、お客様の温室効果ガス排出量削減を支援するた

め、2008年度9月より、業界でいち早く保険商品・サービスに関連したカーボンオフセットを実施しています。 

この度、2010 年度下期および 2011 年 4月分として、「発展途上国における風・水力発電プロジェクトによ

り創出された排出権（CER）」および「日本国内の森林管理等により森林が吸収した温室効果ガス吸収量に

基づいて創出されたオフセット・クレジット（Ｊ－ＶＥＲ）」を合計で７，８７５トン分取得し、カーボンオフセット手続

き（排出権の取得および日本国政府への無償譲渡等）※１を実施しましたのでお知らせいたします。 

  また、今回は環境省事業である被災地支援協議会※２を通じて、岩手県釜石市で創出されたＪ－ＶＥＲを

購入することで、被災地の復興を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

※１ オフセット手続きについては、株式会社リサイクルワンおよびオリックス株式会社を通じて行っています。（別紙「カーボンオフ

セット証明書」参照） 

※２ 被災地（岩手、宮城、福島）で創出された排出権の販売を促進することにより、被災地の経済的支援と地球温暖化対策の双

方を促進していくことを目的として設立された協議会 

※３ 1980 年生のスギ人工林 1ha 当たりの CO2吸収量を年間 7.8 トンとして試算（出典：林野庁ホームページ） 

■2010 年度下期および 2011 年 4 月分のカーボンオフセット実施内容 

【オフセットの実施件数】 

対  象 環境貢献効果 実施件数 
2010 年度 

上期比※４ 

自動車保険（Eco-Net 約款・Web 確認） 紙の省資源化 422,084 件 215.0％ 

樹脂バンパー補修、エコパーツ活用 修理部品の省資源化 36,818 件 105.5％ 

 合計 458,902 件 198.5％ 

※４ 上期分は 7 ヶ月分（2010 年 10 月から 2011 年 4 月まで）の期間に相当する件数を用いて算出し比較 

【オフセットした温室効果ガス排出量】 

 7,875 トン   （排出権取得に要した費用：22,945,100 円） 

＊実施件数 458,902 件×50円／件＝22,945,100 円

２０１０年度下期および２０１１年４月分として 

温室効果ガス７，８７５ トン分のカーボンオフセットを実施 

被災地で創出されたＪ－ＶＥＲも活用したカーボンオフセットで復興を応援！ 

オフセット実施件数は約４６万件、２０１０年度上期比約２倍！ 

 

このカーボンオフセットを付帯した保険商品・サービスは、2008 年 9 月より実施していますが、今回

の手続き分を加えたオフセットの累計は 15,529 トンとなります。 

これは東京ドーム約 426 個分※３のスギ森林が 1年間に吸収する CO2に相当します。 



【今回のカーボンオフセットに使用した排出権の内訳】 

＜発展途上国の排出権＞ 
排出権 

種別 
CER※５ CER※５ CER※５ 

国連登録

番号 
0042 0998 1484 

プロジェク

ト名 

Lafarge セ メ ン ト 工場に対する

Tetouan 風力発電プロジェクト 

インド・カルナタカ州 NSL27.65MW  

風力発電プロジェクト 

貴州省におけるシャパ 30MW 

水力発電プロジェクト 

実施国 モロッコ王国 インド共和国 中華人民共和国 

プロジェク

トタイプ 
風力発電 風力発電 水力発電 

今回の 

オフセット

量 

2,685 トン 

（プロジェクト全体の予定削減量は

200,557 トン） 

2,000 トン 

（プロジェクト全体の予定削減量は

572,478 トン） 

3,000 トン 

（プロジェクト全体の予定削減量は 

91,396 トン） 

プロジェク

ト風景 

   

＜日本国内の排出権＞ 

排出権 

種別 
Ｊ-ＶＥＲ※６ Ｊ-ＶＥＲ※６ 

プロジェク

ト番号 
0022 0034 

プロジェク

ト名 

三重県大台町宮川流域における持

続可能な森林管理プロジェクト 

岩手県釜石市 釜石地方森林組

合による集約化施業(森林整備活

動)を用いた温室効果ガス吸収事

業 

実施 

都道府県 
三重県 岩手県 

プロジェク

トタイプ 
森林整備 森林整備 

今回の 

オフセット

量 

100 トン 

（プロジェクト全体の予定吸収量は 

6,974 トン） 

100 トン 

（プロジェクト全体の予定吸収量は

10,423 トン） 

プロジェク

ト風景 

  

 ※５ ＣＥＲ（Certified Emission Reduction）：国連で認証された発展途上国との共同事業であるＣＤＭ（Clean Development Mechanism）で削減し

た温室効果ガス削減量に基づいて創出された排出権。 

※６ Ｊ-ＶＥＲ(Japan-Verified Emission Reduction)：国内の温室効果ガス排出削減・森林吸収プロジェクトにより生み出された削減・吸収量に基

づいて環境省が発行するクレジット｡ 



【カーボンオフセットの対象】 

弊社は、保険商品・サービスを通して環境保全の重要性を広く社会に伝え、お客様をはじめとしたステ

ークホルダーの皆様の環境配慮行動（紙の省資源化や修理部品の省資源化など）を促していきたいと

考えており、2008 年 9月よりカーボンオフセットを付帯した保険商品・サービスをご提供しています。 

お客様が以下のいずれかのプランをご選択された場合は、弊社が1件につき50円を負担して国連認

証の再生可能エネルギーのプロジェクトなどから生成される排出権を購入（カーボンオフセット）していま

す。 

① 自動車保険「Eco-Net 約款」「Ｗeb 確認」カーボンオフセット 

インターネットで保険約款などをご確認いただくペーパーレスのプランです。 

「Eco-Net約款」は保険約款を、「Web確認」は保険証券および保険約款を紙により交付しない代わ

りにインターネットでご確認いただけます。 

② 保険事故対応カーボンオフセット 

車両保険事故の車両修理時に、環境にやさしい樹脂バンパー補修やエコパーツ（リサイクル部品）

の活用を推進しています。 

＊オフセットの対象は、保険のＷｅｂ申し込みおよび保険事故対応業務において排出する CO2 量としていますが、実際にオフセット
する量は前記のとおり1件につき50円の定額としています。したがって、オフセットの対象から排出されるCO2の算定結果に基づ
き実施しているものではありません。なお、カーボンオフセットの仕組みについては、弊社ホームページをご参照ください。
（http://www.nipponkoa.co.jp/environment/carbon_off_set.html） 

以 上 

【ご参考】 

■オフセット以外の環境貢献効果 

（CO2換算）試算値   3,395 トン  （2008 年 9 月より累計) 

 

＊ 紙の省資源化による効果は、実際に削減される印刷物重量から弊社で試算した概算値。 

また、樹脂バンパーおよびエコパーツ活用の効果は、社団法人日本損害保険協会のホームページに 

掲載のデータをもとに弊社で試算した概算値。 

 

 

 

http://www.nipponkoa.co.jp/environment/carbon_off_set.html





